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          愛校心と地域愛 

                        校長  山田 美鈴 

「愛校心」という言葉はここ最近すっかり耳にしなくなったように感じます。どこかお仕

着せがましい印象があるからでしょうか？それでも私は、所属感（今自分がいる場所での存

在意義ややりがい）という感情をもつことはとても大切だと感じています。それが学校の中

においての「愛校心」につながります。 

本校の生徒には「愛校心」にあふれている生徒がたくさんいます。生徒会の伝統である「二

中五ヶ条」を守り抜こうと皆が努力しています。先月末に生徒会役員選挙を行い、それを受

けて後期の学校・学級組織づくりを行ないました。学校組織の中心は３年生から２年生へと

引き継がれます。３年生は後輩への橋渡し役として、後輩は先輩に続く後継者として、「愛校

心」をもって前向きに臨んでくれています。 

一人一人を大切な存在として接する教職員の心に触れ、生徒たちが自分の存在意義を実感

できること、また仲間との関わりを通して自分が必要とされる存在であると実感できること

が大切です。「誰一人取り残さない。誰もが大切な存在。」という学校づくりに取り組むこと

によって、生徒たちの「愛校心」が芽生えます。 

地域においても同様です。１０月８、９日の２日間にわたって「光が丘地区祭」が行なわ

れました。コロナウイルスの影響などにより４年ぶりの開催となりましたが、光が丘の地を

愛し、地域のために何かできることはないか？と思いを巡らせ、本校生徒２０数名が地区祭

ボランテイアに参加しました。 

展示部門では書道文芸部、美術部の作品を展示しました。舞台発表部門では吹奏楽部、英

語部の発表を行ないました。どの部活動もここ３年間は校外で自分た

ちの活動の様子を見てもらえる機会がほとんどありませんでした。自

分の住むこの光が丘で、地域の方々に励ましの言葉をかけてもらうこ

とで「地域愛」は育ちます。何年経っても「この光が丘は自分にとって

心のふるさとである」と誇りに思えるよう、これからも地域とともに

歩む光が丘第二中学校でありたいと感じました。光が丘地区祭実行委

員会の皆様、お世話になりました。ありがとうございました。 



第３９回光が丘地区祭  ～サンキュー 光が丘～ 

＜展示部門＞ 美術部・書道文芸部 

 

 

         

 

＜舞台部門＞  吹奏楽部・英語部 

                          コロナ対応による入場制限の関

係で、ご来場いただいたにもかか

わらず、鑑賞できなかった方々が

いらっしゃると聞きました。たい

へん残念です･･･。合唱コンクール 

でも同じ曲を演奏いたします！吹奏楽部保護者の皆様、ぜひＩＭＡホールへご来場ください。 

～ 生徒の活躍 ～ 

配布した学校だよりには、個人名を掲載しています 

＊第３８回高円宮杯書写書道大展覧会 

＜毛筆の部＞ 日本武道館賞    大会奨励賞    特選      金賞        

＜硬筆の部＞ 大会奨励賞    

＊第７６回小倉百人一首全国かるた大会   E 級 準優勝    

＊第７０回東京都中学校学年別水泳大会 ２年男子 100ｍ背泳ぎ 第 5位   

＊令和４年度練馬区連合陸上競技大会   1 年男子 1500ｍ走   第 2位    

＜練馬区中学校連合音楽会＞ 

             10 月 4 日（火）に練馬文化センターにて練馬区中学校連合

音楽会が開催されました。本校は吹奏楽部が出場し「♯1090～

Thousand Dreams～」「名探偵コナンメインテーマ」「銀河

鉄道９９９」の 3曲を演奏しました。 

             ＜令和４年度第２回学校評議員会＞ 

10 月 3 日（月）に今年度 2 回目の学校評議員会を開催しました。学校評議員の皆様には 

授業見学や給食の試食をしていただきました。生徒たちが落ち着いて学校生活を送っている

ことにたいへん感心していらっしゃいました。次回は令和５年２月２８日（火）に行います。 


